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本日、お話しする内容

• Disease Xの説明

• 社会環境からのDisease Xへのアプローチ

• 制度からのDisease Xへのアプローチ

• 研究開発からのDiseaseXへのアプローチ



演題発表に関連し、発表者に開示
すべきCO I 関係にある企業はありま
せん。



Disease Xとは



Disease X

• Disease Xは、現在ヒトの病
気を引き起こすことが知ら
れていない病原体によって、
深刻な国際的流行が引き起
こされる可能性があるとの
意味。研究開発のblueprint
では、未知の「Disease X」に
も関連した、横断的な研究
開発の準備を早期に可能に
することを目指すことを明記。



具体的な例…

• 2019年12月に中国の武漢
で野生動物を取り扱うマー
ケット周辺で原因不明の肺
炎患者の報告が増加



感染症法上の対策



感染症法上のDisease X



社会環境からのアプローチ



動物由来感染症の増加

• 動物に由来する病原体がヒトに感染
する「スピルオーバー現象」は、20世
紀初頭以降に増加

• パンデミックの年間発生確率は、主に
人為的な環境変化によって、今後数
十年で数倍に増加する可能性がある

Nature. 2022 May;605(7910):419-422. 









• 過去2.4万年間の気温変動は、氷床と温室効果ガスによる熱の放射
力、海洋循環と季節的日射量の変化の重なりという2つの主要な気
候メカニズムに関連

Nature. 2021 Nov;599(7884):239-244. 



パキスタンでの洪水

• パキスタンでの今夏に生じた歴史的
なモンスーン豪雨による洪水による
被害額は少なくとも400億ドル（約6兆
円）との推計

• 洪水に関連し、1500人近くが死亡し、
3300万人が影響を受けた

https://www.forbes.com/sites/brianbushard/2022/10/19/record-flooding-40-billion-of-damage-in-pakistan-as-monsoons-devastate-south-asia/?sh=76c6997d5481

https://www.forbes.com/sites/brianbushard/2022/10/19/record-flooding-40-billion-of-damage-in-pakistan-as-monsoons-devastate-south-asia/?sh=76c6997d5481


洪水後の
健康問題の流行

• 2022年にパキスタンでは、9/27までに合計25,932人のデング熱の確定患者と
62人の死亡者（CFR 0.25％）が報告されている。うち74％は9月中に報告され
たものであり、2022年6月中旬に始まった洪水被害を受けてのもの

• 2022年7～10月初旬までに、54万人以上のマラリア患者が報告された。

• その他、下痢性疾患の症例の増加、麻疹、ジフテリアの流行の報告も。

• 安全な水と衛生設備へのアクセスが限定される

https://news.un.org/en/story/2022/11/1130082 , https://reliefweb.int/disaster/ep-2022-000341-pak

https://reliefweb.int/disaster/ep-2022-000341-pak


ネッタイシマカ及びヒトスジシマカによる

デング熱感染症の基本再生産数（R0）の2012-2021年の変化

（1951-1960年基準値との比較）

https://www.lancetcountdown.org/data-platform/

https://www.lancetcountdown.org/data-platform/


• 気候変動に伴う直接的、病原体
の活動の高まり、媒介動物の地
域拡大による感染症への影響

• 人口増加と食料危機に伴う、栄
養失調や安全な飲食物の不足
は感染症を含めた健康問題に
繋がり得る

Lancet. 2022 Oct 25;S0140-6736(22)01540-9.







• マレーシアでヒトの肺炎患者から分
離された新規のイヌ・ネコ組換え型
アルファコロナウイルスの初の報告

• ハイチでマレーシアからの渡航者か
ら新規の組換えイヌコロナウイルス
が分離される

• 人獣共通感染症由来のコロナウイ
ルスのヒトへの感染のさらなる証拠
に

Clin Infect Dis. 2022 Feb 11;74(3):446-454. 
Clin Infect Dis. 2022 Aug 24;75(1):e1184-e1187.



動物の生息環境変化による病原体曝露の増加

• コウモリからヒトへのヘンドラウ
イルス感染を誘発する環境条
件は、干ばつ、生息地の喪失、
食物ストレスが主な原因

• 気候変動と生息地の失うコウモ
リの増加に伴い、私たちが将来
直面するリスクの可能性が高ま
ることを示唆

https://www.nature.com/articles/d41586-022-03682-9

https://www.nature.com/articles/d41586-022-03682-9


• SARS-CoV-2に進化的に最
も近いコロナウイルスは、
中国の東西、カンボジア、
日本、タイに広く分布する
カブトコウモリで循環して
いる

• 例として、R. affinisやR. 
pusillusのカブトコウモリが
サルベコウイルスに感染
している

Science. 2021 Aug 27;373(6558):968-970.



近年の鳥インフルエンザの動向

• 動物での高病原性鳥インフルエンザ
が欧米で急増

• この1年で野鳥での感染増加が顕著

• アザラシ、ヤマネコ、スカンクなどの哺
乳類への感染事例も増加

• 日本でもキツネ、タヌキでの感染報告
あり、今年はH5N2の感染事例も(烏)

• ウイルス変異による影響の可能性も

https://lordslibrary.parliament.uk/bird-flu-2022-dealing-with-the-uks-largest-ever-outbreak/#heading-2, https://www.nature.com/articles/d41586-022-03322-2
https://www.ecdc.europa.eu/en/publications-data/avian-influenza-overview-september-2022

https://lordslibrary.parliament.uk/bird-flu-2022-dealing-with-the-uks-largest-ever-outbreak/#heading-2
https://www.nature.com/articles/d41586-022-03322-2
https://www.ecdc.europa.eu/en/publications-data/avian-influenza-overview-september-2022


人、動物、環境の衛生に関する分野横断的な課題に対し、関係者が連携して取り組む必要性



野生動物の監視システムの必要性

• 人に病原性のあるとされる180のRNAウイルスの約89％は人畜共通
感染

• 新興感染症の60％は人畜共通感染症であり、そのうち70％以上が
野生動物を起源としている

• 例としてHIV、エボラ、Flu H5N1等

https://www.science.org/doi/full/10.1126/science.abc0017

https://www.science.org/doi/full/10.1126/science.abc0017


野生動物市場の規制強化

• ベトナムのグエン・スアン・フック首相はオンライン取引の禁止を含む野
生動物の輸入を禁止し、野生動物市場の閉鎖を命じた(2020.7)

• 将来のパンデミックのリスクを軽減し、特定の種を絶滅から守ることが
期待される



SARS-CoV-2の動物での感染

• 米国ユタ州の毛皮農場で発生したCOVID-19流行により約10,000匹
のミンクが死亡、州の獣医は、COVID-19が確認されたほとんどが年
齢の高いミンクで、規模が約半分になった

• オランダは2020年8月に数十の農場で感染癌発生したとの報告を受
けて、2020年11月に全国の100以上のミンク農場に閉鎖を命じる

https://www.reuters.com/article/us-health-coronavirus-netherlands/netherlands-to-close-mink-farms-after-coronavirus-outbreaks-idUSKBN25N2W2
https://www.theguardian.com/world/2020/oct/11/utah-10000-minks-dead-from-coronavirus

https://www.reuters.com/article/us-health-coronavirus-netherlands/netherlands-to-close-mink-farms-after-coronavirus-outbreaks-idUSKBN25N2W2
https://www.theguardian.com/world/2020/oct/11/utah-10000-minks-dead-from-coronavirus


https://vis.csh.ac.at/sars-ani/

https://vis.csh.ac.at/sars-ani/


Disease Xに対する備えの必要性

パンデミックの可能性が高まっている理由

• 国際化により社会が相互に影響

• 都市化が進み人口密度が高くなる

• 何十億人もの人が世界中を移動している

• 病原体を運ぶ昆虫等の生息区域の気候変動による拡大

• 人口増加により人と動物の接触機会の増加

➡生物学的、環境学的に新興感染症が増加することが予測される

パンデミックの脅威を新たな常態として捉え備える必要がある



医療制度によるアプローチ



• WHO定款第19条に基づく拘束力
のある国際条約として、将来の
感染症の危機から世界を守るた
めに、パンデミックの予防、準備、
対応の強化を目的としいたパン
デミック条約が採択される方針

• 同様のWHOの条約は、他に「た
ばこ規制枠組条約」のみ

• 最短で2024年に発効予定

• 今後、国際的枠組みでの対策が
より重視される見込み

https://www.who.int/news/item/31-05-2021-the-seventy-fourth-world-health-assembly-closes

https://www.who.int/news/item/31-05-2021-the-seventy-fourth-world-health-assembly-closes


感染症対策としてのアプローチ
• 症候群サーベイランスの必要性



https://www.mhlw.go.jp/content/12601000/001000543.pdf

https://www.mhlw.go.jp/content/12601000/001000543.pdf


https://www.mhlw.go.jp/content/12601000/001000543.pdf

https://www.mhlw.go.jp/content/12601000/001000543.pdf


https://www.mhlw.go.jp/content/12601000/001000543.pdf

https://www.mhlw.go.jp/content/12601000/001000543.pdf


https://www.mhlw.go.jp/content/12601000/001000543.pdf

https://www.mhlw.go.jp/content/12601000/001000543.pdf


医薬品開発への備え





2021/6/1 閣議決定





推進の基本的考え方

• パンデミック発生時には各国ともワクチンの確保を図る中で、国産ワ
クチンの実現は、我が国の国民の命を守るという医療・公衆衛生上
必要であり、平時より、経済安全保障上も重要な位置づけを持つも
のである。また、ワクチン開発・実用化に向けては、①感染症の発生
が予測できず、流行期間も限定される場合がある等の観点から産
業界にとって事業の予見可能性が低く、その継続的な協力を得るた
めのインセンティブが必要であること、②ワクチンの実用化に向け
様々な技術的課題を克服するために幾多の試行錯誤が必要である
こと、③多数の健常者への接種を念頭にした、安全性に対する高い
要求に応えなければならないこと、など困難な課題を克服しなけれ
ばならない。



先進的研究開発戦略センター（SCARDA）

• 新型コロナウイルス感染症の発生前の段階で、日本の感染症関連
予算（74億円）は米国（5294億円）の70分の1、中国（2611億円）や英
国（283億円）とも大きな開きがあったとの指摘も

• 産業界の研究開発状況、国内外の新規モダリティ動向を踏まえ、ワ
クチン実用化に向け政府と一体となって戦略的な研究費配分を行う
体制として2022年3月22日、AMED内に先進的研究開発戦略セン
ター（SCARDA）が新設された

https://www.amed.go.jp/news/topics/20220322.html, https://www.keidanren.or.jp/journal/times/2022/0922_11.html

https://www.amed.go.jp/news/topics/20220322.html
https://www.keidanren.or.jp/journal/times/2022/0922_11.html














緊急承認制度

• 2022/5/13に改正薬機
法が成立したことによっ
て新設された制度





https://accesstomedicinefoundation.org/

https://accesstomedicinefoundation.org/










Take home message

• 未知の病原体への備えに対しては、既存の病原体のへの対応がで
きていることが重要(現時点においては、COVID-19など)

• 新興感染症のリスクを軽減するには長期視野での温暖化対策、食
料・人口問題など、社会全体でのアプローチも必要

• 新興感染症の対策には環境規制、サーベイランス、検査体制、医薬
品開発、医療体制整備等の幅広いアプローチが必要

E-mail address: mgujiie@hosp.ncgm.go.jp
Twitter: @carpe_diem0820

mailto:mgujiie@hosp.ncgm.go.jp
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